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支援学校では、発達段階によって分けられた学習グループの中でも、学力の差が大きく、

それぞれの能力に合った集団授業を考えるのは難しいと感じています。これまで、様々な授

業を行った中で、個々の能力に応じた学びができた、主体的対話的な学びができたと感じた

教材を紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなが楽しく学べる授業を！ 

やる気はあるんだ
けど、ぜんぜん 
分からない！ 

人の話には、あまり興
味が無いのよね。一人
で勉強しているほうが
落ち着く。 

勉強大好き！どんどん
新しい知識を身につけ
たい！ 

運動大好き！ 
じっとなんて 
してられない！ 

絶対に負けたくな
いから、ゲームは
しない。 

完璧主義。 
できないとイラ
イラするの。 

友だちと遊ぶの大
好き！でも、勉強
は苦手だなあ。 

自信がないから、 
先生、発表、当て
ないで。 

生徒の紹介 
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かけ算 ビンゴ 
〈用意するもの〉 

  数字の書かれていない      段ボール箱            九九表  

ビンゴカード      

     

     

     

     

     

０～９までの数字を書いたボール 2 組 

 

 

 

 

 ・九九表に書かれている数か「０」を書いて、カードのマスを埋めます。 

  ※同じ数を何回書いてもよいが、０は３つまでとする。 

  ※九九表以外の数を書いてしまう生徒がいるので、九九表から選んだ数を書くことをよく 

確認する。 

☆早く書き終えた生徒には、カードの中の数を指差して「何かける何？」と問題を出す。 

     

 

 

 

 ①箱の中からボールを取り出す。 

※０は３回出たら、箱から抜く。 

 ②２個のボールに書かれた数で 

  かけ算の式を作る。 

 ③答えを発表する。 

 ④ビンゴカードに答えと同じ数があれば、 

  ○で囲む。 

 ⑤縦、横、斜めで○が４つ並んだら「リーチ！」 

 ⑥５つ○が並んだら「ビンゴ！」 

  ☆指導上の留意点☆ 

  「ビンゴ」になることよりも九九を学ぶことに重きをおく。 

？ 

 １ 
 
９  

２ 
 
０  

３ 
 
４ 

 
５  
６ 

 ７  
８ 

準備：ビンゴカードに数字を記入 

ビンゴ スタート！ 

２ 
９ 

２×９＝ 

９ 

２ 

18 

あ！聞き逃した･･･ 
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かけ算ビンゴで学習できること 

 

数量分野   個々の生徒のレベルに合わせて質問を投げかける。  

 

学習内容 指導内容 かけざんビンゴでの活動内容 

九九表 九九表の見方の指導 

ビンゴカードの数字の記入に取り組むこと

で、二次元の表の見方がわかるようになる。 

九九表を用いてかけ算の答えを求めること

ができる。 

０のかけ算 ０が含まれたかけ算の説明 

一つ目のボールが 0 ならば、2 つ目がどん

な数でも０だと気づく。 

０は何を掛けても０ということが分かる。 

乗法の 

交換法則 

かけ算で用いた数が前後入

れ替わっても、答えがおなじ

であることを気づかせる。 

ボールを引いた順番に関係なく、同じ数の

組み合わせであれば、同じ答えになること

が分かり、それを活かして計算することが

できる。 

九九を使った 

割り算 

△に何を掛けたら□になる

かを考えさせる。 

ボールを１つ取り出した時点で、次にどん

な数が出ると、ビンゴカードに○をつける

ことができるかを考える。 

かけられる数と答えから、かける数を求め

ることができる。 

 

偶数・奇数 

２の段と奇数・偶数の関係に

ついて気づかせる。 

２で割って割り切れる数であるか、割り切

れない数なのかを考える。２桁以上の数に

おいては、１の位の数が、２の段の数であ

るかそうでないかで判別できることを理解

する。 

 

素数 
素数の性質を説明する。 

九九表にあまり表れていない数に注目し、

２以上の自然数で、約数が１と自分自身の

みであるものを探す。 

 

倍数・約数 

倍数と約数の意味について

説明する。 

どんな数を倍した数になのか、どんな数で

割り切れる数なのかを考える。 

まだまだ学びたい
生徒には 

もっと学びたい 
生徒には 

もっともっと 
学びたい生徒には 



4 

 

 

 

社会性 

 

行動の特性 支援方法 

数学への苦手意識 

苦手意識のある生徒にはかけ算は計算ではなく、覚えるものと

して導入する。ゲーム性を活かし、間違いに注目をおかれない雰

囲気の中で数を楽しむ。苦手意識が薄れてから、計算へとつなげ

ていく。 

多動性 ボールが入った箱を持って回る役割を与える。 

発表が苦手 
ボールに書かれた数字を読み、簡単な発表に繰り返し取り組ま

せることで発表に慣れさせる。 

負けることを恐れ 

ゲームに参加できない 

①記録係として参加させる。 

②運任せのビンゴで勝つことよりも、発表した回数で１位にな

ることを目標にさせる。 

集団の中で 

話を聞くことが難しい 

発表を意識していなければ、ビンゴカードに○を付けられない

ので、その都度、声をかけて、意識を高めていく。 
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かけ算ビンゴは、個々に合った質問をすることで、理解度の差が大きいグループでも生徒

一人ひとりにそれぞれの学びが期待されます。また、友だちを一緒にゲームを行うことで、

友だちとの関わりを深め、対話的な学びを深めることができます。どんな数が出るか分から

ない時間が、数の組み合わせから得られる結果を想像させ、主体的な学びをもたらしてくれ

ます。かけ算ビンゴをかけ算の導入教材として、かけ算をより深く学びたいと思う気持ちを

引き出してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけ算は九九を覚え
たらできるから、私
にも解けたわ。 

友だちの発表を聞き
逃したらビンゴでき
ないから、しっかり
聞き取ったわ 

１つの数字でも、奇数・
偶数、素数、約数・倍数
といろんな意味を持って
いることを発見できて楽
しかった。 

箱を持ってみんなのと
ころを回りながら、い
っぱい考えたよ。 

ビンゴは運だけど、 
発表 NO.１は、九九 
さえ覚えれば狙える！ 
負けないぞ！ 

ゲームだと思った
ら、間違いなんて気
にならなかったわ。 

一人で黙々と勉強
するのは嫌だけ
ど、みんなと一緒
なら勉強が楽しい
って思えたよ。 

みんながたくさん
発表してたから、
ぼくも発表したく
なったよ 

かけ算ビンゴで期待すること 


